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〈 編 集 後 記 〉

年 も改 ま り新 た な気分 で 、 旧知 の友 人 よ り届 いた賀状 をな がめて い る と、遅 々 と して進 まぬ 自 ら

の歩み を省 み て、焦 りに似 た もの を感 じざるを得 ませ ん。

さて、 こ こに低温 セ ソ ターだ よ り恥97を お届 け します。今 回は、 独 自性 にあふ れ る理論 の研究 ノー

ト2編 に加 えて 、下村 氏 の軽妙 な筆致 で ㊧研究 紹介 が 目を惹 くこ とと思 い ます 。低 温 セ ンター だ よ

りの編集 に携 わ るよ うになって以来 、常 々、 この冊子 の担 うべ き役割 とは何 か とい うことが気 にな っ

て い ま した が、今 回下 村氏 の記 事 は一 つ の方 向性 を示 唆 して い る よ うに感 じます。

今年 の10月 には 、低温 セ ソター だ よ り恥100の 発 行 を控 えて お り、 も う一 度 原点 に立 ち帰 って 、

この冊 子 の意義 につい て広 く議論 がな され る ことを期待 して い ます 。他 の雑誌 に掲載 されて い る解

説 記事 や原 著論 文 では伝 え られ な い何 か を、 この冊 子 を通 して 情報交 換 で き るよ うに、私 も編 集委

員 の一 人 と して 尽力 して い きた い と思い ます 。

(白井 正文).
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表 紙 説明:細 線 状強 磁体 中 の磁壁 。磁 区 と磁 区 の境 界で は ス ピソは空 間的 にね じれ て いて 、そ の配位 の
こ とを磁 壁 と呼ぶ 。磁 壁 の厚 さ2は 、 ス ピ ンをそ ろ え よ うとす る交換 相互 作 用ノrとス ピ ンを

容 易軸 方 向 に 向け よ うとす る異方 性 エネ ル ギーκの競 合 に よって λ=(刀K)1/2と 決 ま ってい

る。


